　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修出張様式４
	　　　　　　　　　　研修報告書
	理事長
	所属長

	　所　　属　　青南病院　　　　職種　　看護師　　　　　氏名　　江刺家　幸枝　

	　期　　間　　平成　１６年　１０月　７日　　

	　出張目的　　青森県院内感染対策支援ネットワーク看護職員研修会（1回目）

	　出 張 先　　八戸市総合健診センター

	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）


テーマ「感染監置の現状と最近の話題」
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1、 院内感染とは

　　　医療気管内で接種された微生物（細菌など）によって発生した感染症

1 入院後48時間以降に発生した感染症

2 病院内で発生しても病院外で接種された微生物によるものは除外

2、 感染成立の条件

　　　感染源

　　　　↓

　　　感染経路　　　　感染は、感染源、感染経路、感受性宿主の3つがなければ成立しない

　　　　↓

　　　感受性宿主

3、 適切な対策とは

　　　基本的には、標準予防策と感染経路別予防策

4、 スタンダードプリコーション（標準予防策）

　　　感染症の有無に関わらず

　　　入院患者の全てのケアのために行う

　　　感染予防の基本的指針


5、 標準予防策の要点

1 血液や体液、粘膜、正常ではない皮膚に触れる場合には手袋を着用し、外した後は直ちに手洗いする

2 血液や体液が飛び散る恐れがある場合には、防水エプロンやマスク、ゴーグルを使用

3 血液や体液が床にこぼれた場合は、手袋や防水エプロンを着用し、次亜塩素酸処理を行う

4 感染性廃棄物を取り扱う場合は、バイオハザードマークを使用し、分別・保管・運搬・処理を確実に行う

5 針刺し防止のために、リキャップせず直接廃棄する

6、 感染経路

1 空気感染

2 飛沫感染

3 接触感染

7、 感染経路別予防策

1 空気感染

· 空気中を浮遊して伝播

· 患者と空気を共有する（同室）ことで感染

↓

結核、麻疹、水痘

　　　（対策）

· 個室隔離（陰圧）

· 医療者はN-95マスク着用

　　　　

2 飛沫感染

· 空気感染に比べて感染性微粒子が大きい

↓

　咳・痰が飛ぶ範囲（約１ｍ）

（対策）

· 個室収容が望ましいが、できない場合にはベッド間隔を１ｍ以上あける

· 医療者が患者の１ｍ以内に近づく場合はサージカルマスク使用

3 接触感染

· 接触することで感染が伝播する可能性のある疾患

↓

直接接触、環境表面や医療器具などの関節接触）

　　　　（対策）

· 個室入院が望ましい

· 患者ケア時に手袋・ガウン着用・手洗い

· 患者専用の医療器具（聴診器、血圧計、体温計）

8、 院内感染相談窓口について

　　　　青森県院内感染対策支援ネットワーク事業の一つに院内感染に関する相談窓口がある。

　　　　日常の院内感染対策の基本的な相談から実際に院内感染が疑われる場合の相談などについて院内感染の専門家が助言・支援する。

（1） 相談内容

1 院内感染を疑う症例があった場合の対応について

（原因不明の発熱、咳、下痢、発疹。検査・手術後の予想を上回る感染など）

2 院内感染防止活動・教育に関する相談

3 その他院内感染に関する相談

（2） 相談方法

1 相談内容を院内感染対策個別相談事例記録表に記載し、メールあるいはFAXでネットワーク事務局の送付

2 ただし、院内感染が疑わしく、緊急の対応が必要な場合は、メール、FAXを送付するだけでなく、ネットワーク事務局に電話で緊急の相談がある事を伝える。

3 相談のないようについてネットワークから照会することがあるので、記録表には連絡先・担当者を記載する。

4 院内感染対策個別相談事例記録表はネットワーク事務局にある。

5 返答は、１～2週間にメール、FAXあるいは郵送で返す。相談の内容によっては返答に時間がかかる場合がある。

6 さらに支援が必要な場合は継続的に助言を行う。

（3） 相談内容の公開

1 相談内容はネットワークの委員会内で管理され、原文のままでは公開しない。

2 ただし、医療機関名などが特定されないように匿名化した情報は、データベース化され今後の院内感染対策に活用される。

（4） 返答内容の責任について

1 ネットワークからの返答はあくまでも助言・支援であり、最終的な責任は各医療施設・福祉施設にある。

2 ネットワークからの助言・支援を参考に適切な対応をお願いする。

3 院内感染が実際に発生した場合、当ネットワークから保健所等に直接の情報提供は行わないので、各医療施設・福祉施設で適切な対応をお願いする。


(考察)

　今回の研修は、院内感染に関する基本的知識の講義だった。今までに参加した感染対策に関連する講義とほぼ同じ内容だったので、復習になった。

　当院職員に関しては、感染症に関する知識が十分にあるとは言えず、今回の講義内容について感染対策委員が中心となりスタッフ教育を行う必要性があると強く感じた。ただし、現在の感染対策委員会では、マニュアルも整理できていない状況なので、委員会活動そのものに指導を要するような状況にあると感じた研修だった。

感染経路を絶つことが最も効果的で効率がよい





全ての湿性生体生物は感染の危険性がある





相談窓口
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